
岸田首相は9月25日に経済政策につ
いて記者会見を行い、「物価高に苦し
む国民に対して、成⾧の成果について
適切に還元を行う」「各種の給付措置
に加え、税制や社会保障負担の軽減な
どあらゆる手法を動員する」等と述べ
ました。
しかし、この記者会見で岸田首相が

挙げた以下の政策は、物価高で困窮し
ている庶民を助ける政策ではなく、企
業や資産家に対する減税や助成ばかり
です。

【賃上げ税制の減税制度の強化】
「賃上げ税制」は、企業が一定以上

の賃上げをした場合には、賃上げ額の
一部を法人税額から控除する、という
もので、要するに法人税の減税です。
労働者や個人事業主には直接関係あり
ません。
しかも、日本の中小企業の６割以上

は赤字で、もともと法人税を支払って
いませんから、これらの企業やその労
働者にとっては、法人税減税を強化し
てもらっても何の意味もありません。

【戦略分野の国内投資促進や特許など
の所得に対する減税制度の創設】
戦略分野の投資促進のための減税も

法人税の話で、労働者や個人事業主と
は直接関係ありません。
また特許などの所得がある人はごく

わずかで、ほとんどの人は無関係です。

【ストックオプションの減税措置の充
実】
ストックオプションは株式会社の役

員・従業員等が、自社の株式をあらか

じめ定められた価格で取得できる権利
です。
ストックオプション減税で喜ぶのは、
取得した株式を売却してお金にできる
上場企業の関係者だけで、中小企業や
個人事業主にとっては意味がありませ
ん。

【「１０６万円の壁」対応として社会
保険適用促進手当や賃上げを行った事
業主に対する助成金の創設】
「１０６万円の壁」は、年収１０６
万円以上になると社会保険への加入が
必要となるため、保険料の負担により
手取り収入がかえって減ってしまうと
いう問題です。
今回の対策は、年収１０６万円を超
えて社会保険加入が必要となった労働
者に対して、手取りが減らないように
手当支給や賃上げをした事業主に、１
人あたり最大５０万円の助成金を出す
というものです。
これは「１０６万円の壁」に対する
根本的な解決ではなく一時的な対策に
すぎず、既にこの壁を超えて自らの負
担で社会保険に加入している方との公
平性の問題もあります。

「物価高に苦しむ国民に成⾧の成果を
還元する」のであれば、国民に直接届
く給付金や減税が合理的ですが、それ
はしないで企業や資本家に対する助成
金や減税によって、「強い者」をより
強くすれば経済が良くなる、と考える
のが自民党政治です。
その結果、国から支出したお金は企
業等によって「中抜き」されて一部し
か国民に届かず、「中抜き」したお金
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でごく一部の人たちが潤い、その人た
ちが政治献金や選挙応援などで自民党
政権を支える、という利権の構図がで
きあがっています。

同じような構図は最近のガソリン価
格の問題でも見られます。
ガソリンの平均小売価格は、一時は

1リットル180円を超えて史上最高額を
更新しました。
立憲民主党は、この対応として「ト
リガー条項」（ガソリン価格が1リッ
トル160円を3ヶ月連続で超えた場合に
は、ガソリン税が1リットル53.8円から
28.7円に減税になるという条項）の発
動を主張しています。トリガー条項が
発動されるとガソリン価格が1リット
ル25.1円下がりますので、例えば、

1リットル180円であれば155円にまで
下がることになります。
しかし、政府は今までずっと、トリ
ガー条項ではなく、石油元売会社に補
助金を出して元売価格を下げてもらう
という方法で対応してきました。そし
て補助金をもらった元売会社は直近の
決算で過去最高益を上げています。
トリガー条項を発動して減税すれば、
ガソリンを消費している人みんなが助
かるのに、それはせずに石油元売会社
に補助金を出す、消費者よりも大企業
を助け、その支持によって政権を維持
しているのが今の自民党政治です。
そのような利権政治から「企業より

人を助ける政治」に日本を変えていか
なければなりません。そのために柴田
かつゆきは全力を尽くします。

編集後記 「スタッフはつらいよ。」
前回のしばかつ通信001号では「スタッフの独り言」としてお送り
したコーナーが、この002号は「スタッフはつらいよ」という、早
くも新コーナーに変更してお届けすることをお許しいただきたい。
何がつらいか。まず私は朝がつらい。朝5時にアラームをセットし
スヌーズが機能する毎に徐々に意識が働き始める。そして柴田かつ
ゆきの横に並びチラシをお配りするが、簡単に受け取っていただけ
るわけではない。皆さんの通行の邪魔にならぬよう細心の注意をは
らう必要がある。厳しいお声をいただくこともある。そんな中、チ
ラシを受け取ってくれたときの喜びったらない。「がんばってね」
なんて言葉をかけられたときには、実は少し、泣いている。
柴田かつゆきも、きっと同じだと思う。 スタッフN
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